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　新しい学習指導要領では，「情報の扱い方に関する事項」が新設され，「情報と情報との関係」「情報の整理」
の二つの系統で示されました。急速に情報化が進み，多様化する社会の中で，国語科ではどんな力が求め
られているのでしょうか。

情報の扱い方 ─多様化する社会の中で

光村図書が提案する これからの国語

  何が求められているの？

学年 ア　情報と情報との関係 イ　情報の整理

小学校１・2年 ● 共通　● 相違　● 事柄の順序 など

小学校 3・4年
● 考えとそれを支える理由や事例
● 全体と中心 など

● 比較や分類の仕方
● 必要な語句などの書き留め方
● 引用の仕方や出典の示し方
● 辞書や事典の使い方

小学校 5・6年 ● 原因と結果 など
● 情報と情報との関係付けの仕方
● 図などによる語句と語句との関係の表し方

中学校 1年 ● 原因と結果　● 意見と根拠 など
● 比較や分類　● 関係付け
● 引用の仕方や出典の示し方

中学校 2年 ● 意見と根拠　● 具体と抽象 など ● 情報と情報との関係の様々な表し方

中学校 3年 ● 具体と抽象 など ● 情報の信頼性の確かめ方
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髙木まさき

　「情報の扱い方に関する事項」は，従来の指導内容を整理し直したものです。
例えば，これまでも，説明的な文章の学習で，段落どうしの関係など，文章内の情報と情報との関係につい

ての指導は行われていました。

　しかし，これからは，このような指導を情報と情報との関係性の観点から，より意識して行い，その成果

を自分の表現に役立てるなど，汎用性のある力にまで高めることが大切です。
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［ 場面や目的に応じてさまざまな思考法を使う ］

観点❶　　観点❷　　観点❸　　
A
B
C

● 観点ごとに整理する

● 共通点・相違点を整理する

相違点

共通点

A B

Bだけの
特徴

Aだけの
特徴

● 分類して整理する
A B C

● 順序・流れ・関係を整理する

第１段落

第2段落

第5段落

第 4段落第 3段落

［ 分析・吟味の方法を知る ］

● 意見と根拠

意見

意見と根拠をつなぐ考え

根拠

● 原因と結果

結果

原因 原因

関係を
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ステップ 3

イ　情報の整理

ア　情報と情報との関係


